青山荘　　フェイスシート

平成19年10月1日　担当：三浦　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　本田　英之　　様　　　　　男・女　　　　昭和52年12月28日生（29歳）

	
	〒039-0832　八戸市小中野2丁目9-4　　　　　　　　　　電話　0178-44-9055

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　昭和12年4月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	約　6年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	約　4年7ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日（週1回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	20000円
	　　未申請

	経済状況
	年金
	未申請

	
	その他
	生活費1.5万円＋医療費1.5万円　※家族からの援助

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　19年　3月　4日
	身長
	165cm
	体重
	76kg

	最終学歴
	八戸北高校中退
	免許・資格
	普通自動車免許（1種）

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　名　本田　忠　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	入所目的

日常生活リズムを整えながら習慣化し、円滑な対人関係を図れるようになる。

	入院・治療歴　初診日

入院・治療歴　

①平成12年6月　　～　　平成12年9月　　　　　入院　　　　　長谷川病院

②平成13年12月　 ～　　平成14年11月　　　　 入院　　　　　湊病院

　平成14年11月　 ～　　平成15年7月　　　　　通院　　　　　湊病院

③平成15年7月　　～　　平成19年3月4日　　　入院　　　　　青南病院

　平成19年3月4日～　　現在　　　　　　　　　 通院　　　　　青南病院

	生活歴　

八戸市にて同胞3名の長男として出生する。高校1時、部活での登山後、喘息で青森労災病院での加療により殆ど不登校状態となる。2年時留年し、学業の遅れなどを理由に退学し大検を受験、合格する。その後仙台の予備校へ通うが5月に帰郷し、滅裂言動・家族への迷惑行為が出現する。H12年4月東京の予備校へと通うが徘徊・逸脱行為・奇異行動が出現したことで、家族が保健士に相談し、長谷川病院（東京）へ初回入院となる。退院後帰郷し、自宅療養するが服薬中断により症状再燃し、逸脱行為で警察に保護され湊病院へ2回目の入院をする。以後も病識の無さから通院・服薬拒否し、母親が食事に薬を混ぜて飲ませていたとのこと。しかし、次第に病状悪化し、家族間の口論から昼夜逆転・粗暴行為出現。警察に保護され、H15.7.13精神科救急で当院を受診し、医療保護入院となる。H18.10.31入院治療に対する理解が得られた為、任意入院へと切り替える。その後、地域での生活訓練のためH19.3.4青南病院退院・青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

歯科受診終了し、週4回デイケア通所日となったことや、休日に友人と遊ぶ機会が増えたことからも、以前より自宅外出泊の機会は減少する。

母方の祖母が再入院となったことからも、母が看病のため弘前へ出向く機会が増え、今後見舞いのための外泊の機会も増えると本人より報告がある。

歯科受診終了した為、医療費2.5万円から1.5万円と援助が減っている。しかし、娯楽等に金銭使用することが多く、足りなくなればその都度祖母や母から小遣いを貰っている。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年10月1日（月）

	氏　名
	   本田　英之　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　52　年　12月　28日（　29歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：地域生活を通して、生活リズムの確立・習慣化と家族関係を含める対人関係の確立を図る。
短期目標：生活訓練の意味合いを理解しながら、順序だてて必要な訓練に取り組む。

	これまでの経過（前回評価日　19年　7月　31日）

	【前回の問題点】

①　片付けが出来ない。（・自室が乱雑　・使ったものは出しっぱなし）

　毎週火曜日午前を自室の掃除の時間に当てている。職員と一緒に行ってきたが最近では掃除に対する意識付けが図られ、前日から掃除を始めることや、早い時間から掃除を始める様子も見られている。また、他者の部屋を参考に収納を行うなど、自分なりに工夫をしている様子。しかし、自室に他者を招きコーヒーを振舞うなど室内での飲食が目立ち、使用済みのカップなどは掃除の日までそのままになっている。共同スペース（食堂・談話室など）に私物を持ち込んだまま忘れていることもあり、その都度注意をしている。睡眠環境については自室が以前よりは整理されていることからもマットレスを使用して睡眠を行っている為、改善されている。

②　生活リズムの乱れ（・起床・就床時間　・1日のスケジュールの立て方）
　起床時間については、少しずつ改善は見られ、職員の声掛け要する日もあるが、自分から起床できる日も以前より増えている。デイケア通所については職員の促しがなくとも、通所時間を守ることが出来る日が多い。しかし、外来受診時間になっても外来通院することなく自室で臥床して過ごし、慌てて通院することもある。就床時間については、相変わらず消灯時間後に喫煙などして過ごす様子も見られ改善はされていない。

【デイケア】

歯科受診終了したため、火曜日の午前は自室の清掃時間とし（終了次第デイケア通所）、週3回の通所から週4回への通所へと予定通り変更している。デイケアに通所し始め3ヶ月が経過し、慣れが生じてきたのかデイケアでの生活態度に問題が生じている。プログラム参加に消極的であり、開始時間になっても他利用者とゲームや携帯で遊んでいることや喫煙を行いプログラムに遅れて参加すること、プログラム開始早々「まだ終わらないんですか？」「あと何分で終わるんですか？」など発言しプログラムを妨害すること、プログラム中も他利用者と無駄話を行っているなどの問題行動があるとのこと。面談時にデイケアでの様子について話合うが、自己評価が高く、職員よりデイケアでの問題について提示すると「ちゃんとやっている」「そんなことはしていない」と話すものの、話しをしていくうちに自己の言動について認め反省している。しかし、意識が薄くその後もデイケアでの問題行動は改善されずにいる様子。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 デイケアでの生活態度


	· 通所時間近くになっても自室で臥床し、マイペースに過ごしている場合は、時間前に声掛けし通所準備を促す。

· 本人が就労を漠然と目指していることとデイケア通所・プログラム参加を関連付けて必要性を説明し、理解していただくと共に参加態度や対人交流についても一般的に不適切と思われる点など自分の行動を振返り、現在の生活態度の改善を図る。

· スタッフを友人感覚に捉え、それが言動に繋がっている為、デイケア・青山荘スタッフ側も本人へ接する態度を一貫し、本人へもスタッフとして接するよう意識付けを行う。

· デイケアとの情報交換を密にし、青山荘職員もデイケアでの様子観察を行う。
	2ヶ月

	②片付けが出来ない（継続中）
	· 毎週火曜日午前に個別に自室の清掃時間を設けているが、曜日や時間帯などの枠を決めながら序々に余暇時間を使い清掃を行うよう意識付けを図る。

· 自室の物が多いことからも、必要以外の物は自宅へ持ち帰っていただくと共に、他の物については収納方法を一緒に検討し、必要があればラック等を購入しに出かける。

· 私物を共同スペースに置いたまま忘れていることが多いため、職員からその都度声を掛け、使用した後はすぐにしまうという習慣を身につけ、共同生活の場所であることを意識して生活していただく。

· 共同冷蔵庫にも食材等があふれているにも関わらず、次々に食材を購入し賞味期限を切らしたり、腐らせたりしている。また、以前食材で他者とトラブルになっていることからも、定期的に冷蔵庫の食材の整理を行うよう促す。
	2ヶ月

	③生活リズムの乱れ（継続中）
	· 起床・就床時間については週1回の面談時に生活チェック表を確認し、振返りを行う。

· 消灯後時間ごとに喫煙を行っていることから就床時間が遅れている。また時間を忘れ他者と喫煙所に長居するため、他者へも悪影響を与えていることを面談の都度説明する。

· 決められた時間を意識せずにマイペースに活動し、時間を過ぎて慌てて行動しているため、時間前に余裕を持って行動するよう意識付けを行う。本人の様子観察もし、必要であれば時間前に声掛けや外出前の時間確認を行う。
	2ヶ月


修正プラン実施評価日： H　19年12月3日（月）　青山荘地域交流活動室
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忠氏（54歳：医師）











本人（29歳）





次男（26歳）





長女（23歳：仙台在住）





母（54歳：専業主婦）








